
41

P R E S I D E N T  I N F O R M A T I O N
会 長 イン フォメー ション会 長 イン フォメー ション

会長：吉羽　潤司

Rotary International
District 2660 事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号
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大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 Refine　より良いクラブへ 」

（2ページに続く）

母子の健康月間

21日に鶴見区制50周年式典に出席いたしました。
鶴見区音楽団という区民ブラスバンドはすごく迫力
があってお祝いを盛り上げていて素晴らしかったです。
会長インフォメーションは前回に続き、シンガポー
ル赴任にて感じた事を話します。　　
私はセールス担当としてシンガポールを拠点として、
毎月、タイやマレーシア、インドネシアに出張していま
した。そうした国では入国審査で、言いがかりとしか
思えないような難癖をつけられ、いくら払えば、通し
てあげる　というような事が何度もあり、その場を切
り抜ける為に現金を渡すというような経験を色々と
しました。そうした出張からシンガポールに戻ると、
入国審査で不意に止められることもなく、タクシーで
騙されるようなこともなく、帰ると安心感を持てまし
た。そのタクシーの中でシンガポールが発展するの
は当然だなと思いました。
周辺国の中ではコストの高いシンガポールになぜ
外国企業は拠点を構えるのか？　コストは高くても、

奉仕の理想 いのちの歌
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担当：濃添会員

岡田ガバナー補佐訪問
第2回　クラブアッセンブリー  新年度懇親夜例会

担当：濃添会員

8月6日（火）

安心感、フェアネス、クリアネスが担保された環境
にこそ人材、資本が集まり発展すると感じました。
もちろんそれ以外の制度設計などの要素が関係し
ていることは明白ですが、重要な一つの要素であ
ると身をもって感じた次第です。

日本という国、社会
を私達がいかにつく
りあげていくべきか？
　自分の会社や組織
はどうあるべきか？を
考える上で参考になる
と当時強く思いました。
皆様はどうお考えにな
るでしょうか？



（１ページより）

￥12,000-　　　　累計　￥28,000.-

2023-24年度  累計：￥126,500-

￥8,000.-ライトミール振替 6/4分

秀島 会 員 大阪リーバーサイドロータリークラブの中
山様、藤井様ようこそ！　RYLAのお話、楽
しみです。

濃 添 会員 クラブフォーラム担当です。
よろしくお願いします。

大阪リバーサイドRC
RYL A実行委員会

本日は、秋のRYLAのご案内の時間を頂
き、ありがとうございます！よろしくお願い
致します。

秀島 会 員 皆様の積極的な昨年度ご寄付で、今年度
の日本語作文コンクールの賞金をコロナ
前に戻すことが出来ました。　
今年度もご寄付をよろしくお願いします。
ありがとうございます。　　　　　　　　

稲 垣 会員 幹事退任の記念品をありがとうございまし
た　　　　　　　

累計　￥67,000.-￥10,000.-いよいよ7月26日から100年の時を経てパリオリン
ピックが始まります。
開会式はセーヌ川で開催されるそうでスタジアムの外

で行うのはオリンピック史上はじめてだそうです。必見で
す！
次週の例会は夜例会となっております。
会場は本日と同じエスカーレで18:00スタートです。
お間違えないようお願いします。
皆様の参加お待ちしております。

皆さんの昨年度ご寄付のおかげで、今年度は日本
語作文コンクールの賞金をコロナ以前の額に戻すこ
とができました。
ご協力有り難うございました。
今年も昨年同様に当クラブの会員全員参加による
作文審査を行います。また吉羽会長より、皆さんの審
査を集計して、上位の作文から10月8日の例会で最
優秀賞と優秀賞を決定する計画があります。
表彰式は日本語教育センターにて10月22日（火）
16時過ぎからです。磯田副センタ―長から15時位か
らの授業参観の提案もありますので、奮ってご参加く
ださい。

スケジュールや賞金
等の詳細はポストに入
れました内容の通りで
すのでご確認ください。
ご承知の通り、来年
度の実行予算は今年
度の寄付がベースにな
ります。今年度のご寄
付も宜しくお願いいた
します。

国際交流基金運営委員会報告 委員長　秀島　博規

幹事報告 幹事：中森　恭平



担当：源会員

クラブ奉仕部門の大きな課題としては、会員の拡充と
会員間の交流にあります。

会員拡充につきましては、全会員が一人ひとり新会員
の拡充に取り組んでいただくことが肝要ではありますが、
どんな勧誘ポイントがあるのかが大事です。
例会をはじめとした会員交流の場がセールスポイント

なればそれが第一だと思いますが、それは会員になって
月日が経ってからわかるもので、入会の前には難しいで
しょう。
やはり当クラブがどんな活動を展開しているかという

ことが、PRポイントになるはずです。

当クラブの現在のメイン事業は二つあります。
鶴見緑地での鶴見区民祭りへのブース参加と、日本語
学校との連携による留学生日本語作文コンクールの主
催です。

今日は、これらをさらに発展させること、あるいはその
ほかの新しい活動を考案・企画するなど、会員拡充のた
めの魅力づくりアイデアを少ない時間ですが、皆さんか
らお聞きし、参考にさせていただきたいと考えます。

　＜皆様からの意見＞＊発言順

１．奉仕活動の数をまとめて強化すべき。
２．みんながまとまってやれる活動。
３．アジアに目を向けた新企画。
４．区民まつりの事業内容を全員参加で強化。
５．単年度にとらわれずに企画を考える。
     今までの継続として「いのち」をテーマに。
６．各会員が個人的にされている奉仕活動を披歴して
ほしい。

７．区民まつりでは、過去にいろんな企画を催してたと
思うので振り返ることも必要。また過去に鶴見緑地
の清掃活動も実施していたが、やめた理由も再検
討してみては。

８．各会員が、子どもたちに意見を聞いてみてはどう
か。

９．新しいことの前に、今の事業の強化を優先して考え
ればどうか。

10. ワクワクする事業がしたい。
11.協力団体の存在を前提に事業を検討していけばど
うか。

12.過去にも取り上げたこともあるが「子供の貧困」を
テーマに研究すればどうか。

     地域に根差したPR活動が必要。

7月23日【1835回】

会員数　 　 　 　 2 6 名
（内出席規定免除  8名）

出席会員   17名中 12名

出席免除会員  8名中  5名

休止会員 　　　　　1名

出 席 率 12/21  77.27%

ビジター　　　　 3名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 20名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ 0名

修正出席率 7月  2日 280.95%

卓 話

担当：濃添会員

  クラブフォーラム
クラブ奉仕部門



担当：鳥居会員


